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３ＭTM 全天候型路面標示ソリューション
3MTM All Weather Pavement Marking Solution



３Ｍ™ 全天候型路面標示ソリューション
全天候下での視認性向上のために。
３Ｍは安全で快適な走行環境の構築に貢献するために、これまで課題とされていた「夜間雨天時における路面標示の視認
性改善」に着目し、夜間雨天時を含む全天候下での視認性向上を図ることを目的として、３Ｍ社の技術を結集した３Ｍ™ 
全天候型反射エレメントを開発致しました。

これまでの課題 夜間雨天時は路面標示がみにくく、ドライバーにとっては運転しづらい。

夜間晴天時
外側線、車道中央線（黄色い標示）ともに十分に視認できます。

路面標示には「運転する車両が適切な位置を走行しているかを確認できる」、「走行する道路の前方の線形や注意箇所を事前に認知できる」
等の効果が昼夜•晴雨を問わず期待されますが、「夜間雨天時」は路面標示が見にくく、ドライバーにとっては運転しづらい状況となっています。

夜間雨天時
外側線、車道中央線ともに視認しづらい状況となっています。

空気と水の屈折率の違い
水を入れたビーカーに差し込んだ水温計は、水の屈折率の影響
を受けて、曲がって見えます。

乾燥時と湿潤時のガラスビーズの再帰性反射の違い
乾燥時には再帰性反射により、光って見えていますが、湿潤時に
は再帰性反射機能が損なわれています。

ガラスビーズ表面を覆う水膜が、再帰性反射を妨げる。夜間雨天時　視認性低下の理由

路面標示の断面図例
路面標示には夜間の視認性確保を目的に再帰性反射効果を持つ
ガラスビーズが使用されています。

ガラスビーズの再帰性反射（屈折率 1.9 の場合）
乾燥時には、ヘッドライト（光源）からの光がガラスビーズにより
再帰性反射するため、路面標示が明るく視認できます。
湿潤時には、ガラスビーズ表面が水膜に覆われることで水の屈折
率の影響を受けるため、再帰性反射性能が損なわれ、路面標示
が視認しづらくなります。
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３Ｍ™ 全天候型反射エレメント
3M™ All Weather Elements（A

オールウェザー

Wエレメント）

３Ｍ™ 全天候型溶融式路面標示材
3M™ All Weather Thermoplastic（AWT）

ご使用例

課題の解決 湿潤時に再帰性反射する製品。

夜間雨天時
AWエレメントを使用した外側線は、良好な視認性を発揮しています。

ガラスビーズのカテゴリー概念図

AWエレメントの特長：
1. 屈折率2.4のガラスビーズが湿潤時での再帰性反射を実現。
2. 多数の高屈折率ガラスビーズを固着した構造による雨

天時反射性能の向上。
3. 全天候下での視認性向上に貢献。

湿潤時にも再帰性反射する屈折率 2.4
のAWエレメント、それが夜間雨天時
の視認性改善課題への、３Ｍからの
ソリューション提案です。

屈折率2.4 ガラスビーズの再帰性反射 AWエレメントの再帰性反射
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湿潤時 ３Ｍ™ 全天候型溶融式路面標示材
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実査委託先：Yahoo！リサーチ、調査方法：Webアンケート方式、調査対象：一般ドライバー 3,000 名

夜間雨天時の路面標示に関するWebアンケート

夜間雨天時　反射輝度別視認性実験

Q1

Q3

Q2

Q4

あなたは夜間に自動車運転する際、先行車（自分の前を走
行する車）がない状態のときに何を目印にして運転していま
すか。あてはまるものを全てお選びください。

実験の目的
● 夜間雨天時での路面標示の反射輝度別視認距離を走行実験で測定
● 路面標示材の必要輝度の調査
実感諸条件
反射輝度　57、162、226、453、625（mcd/ ㎡・lx）
被験者　　18 名
走行速度　30km/h、60km/h
実施日　　H22 年 4 月 17 日
路面状態　湿潤

実験結果から、夜間雨天時において「路面標示の反射輝度の向上」は「路面標示
の視認距離の向上」に寄与する、ことが確認されました。
諸外国では、必要とされる路面標示の反射輝度値が設定、運用されている例が多
数ございます。弊社では今後も様々な実験を通して、夜間雨天時の望ましい反射
輝度値の調査提案、製品性能の一層の向上を図ってまいる所存です。

夜間の雨天時の運転中に走りにくいと感じたことがある、と
回答した方におうかがいします。その理由について、あて
はまるものを全てお選びください。また、そのうち最も大き
な理由を1つだけお選びください。

あなたは夜間雨天時の走行中に、走りにくいと感じることがありま
すか。

夜間の雨天時に良く見えるラインがあった場合、自動車の走りにく
さは解消すると思いますか。
最もあてはまるものを1つお選びください。
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自分が適切な走行位置がどうか分からない

道路の形状が分からない
縁石・中央分離帯などに接触しそう
並走する車両に接触しそう
停止位置がわからない
横断歩道を見落としそう
他の照明などで路面がぎらつく
フロントガラスの水滴などで見にくい
対向車がまぶしい
歩行者が見えにくい
信号が見づらい
その他
無回答

外側線・センターライン
が見えない
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解消すると思う ある程度解消すると思う

あまり解消しないと思う 解消しないと思う 無回答
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今回の一般ドライバーへのアンケート結果から、夜間走行時にはセンターライン及
び外側線が目印となること、夜間雨天時に見やすい路面標示が同条件下での走行
をサポートする有効な施設である、と考察されます。

考　察

まとめ


